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全消協ニュース130号

２０２５年９月４日、５日の２日間の日程で、全消協第49回定期総会を開催した。
東京・日本教育会館にて開催、代議員２３５人のうち２０４人の仲間が集結した。

　

全
国
消
防
職
員
協
議
会
第
49
回
定
期
総
会
に
お
い

て
、
須
藤
洋
典
前
会
長
の
後
任
と
し
て
代
議
員
の
皆

さ
ま
よ
り
承
認
を
い
た
だ
き
、
会
長
に
就
任
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
岡
大
祐
で
す
。

　

ま
ず
は
、
ご
多
用
の
中
、
全
国
各
地
か
ら
定
期
総

会
へ
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
代
議
員
・
傍
聴
者
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
単
協

内
で
総
会
出
席
者
の
た
め
に
勤
務
調
整
な
ど
、
ご
助

力
を
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
総
会
か
ら
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
「
せ
た
な
消

防
職
員
協
議
会
」
が
新
規
加
盟
し
、
新
し
い
仲
間
が

増
え
た
こ
と
は
全
消
協
に
と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。

　

さ
て
、
航
空
業
界
の
安
全
管
理
の
考
え
方
に
「
Ｃ

Ｒ
Ｍ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
元
々

「
C
o
c
k
p
i
t 

R
e
s
o
u
r
c
e 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
」
と
い
う
航
空
機
の
安
全
管

理
の
た
め
の
言
葉
で
、
当
初
は
機
長
が
中
心
と
な
っ

て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
事
故
を
減
ら
す
た
め
に

「
C
o
c
k
p
i
t
」
か
ら
「
C
r
e
w
」
と
い
う
言

葉
に
置
き
換
え
、
航
空
機
を
運
行
す
る
チ
ー
ム
全
員

で
安
全
管
理
に
取
り
組
む
形
に
変
わ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
消
協
活
動
も
同
様
に
、
四
役
・
執
行
部
だ

け
で
な
く
、
会
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
消
防
職
員

協
議
会
と
い
う
「
飛
行
機
」
に
乗
り
込
み
、
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
と
も
に
乗
り
越
え
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
総
会
に
て
、
多
く
の
役
員
が
交
代
し
新
た
な
執

行
部
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
を
終
え
て
重
責
を

改
め
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
代
議
員
の
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
信
任
を
胸
に
、
全
国
の
消
防
職
員

の
た
め
、
職
場
課
題
の
解
決
に
む
け
て
執
行
部
全
員

で
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
総
会
運
営
に
ご
尽
力
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
結
び
と
い

た
し
ま
す
。全国

消
防
職
員
協
議
会　

会
長　

岡　

大
祐

会
長
あ
い
さ
つ

会
長
あ
い
さ
つ

2026年度新体制がスタート2026年度新体制がスタート
消防職場の課題解決と組織強化を進めよう消防職場の課題解決と組織強化を進めよう

２
０
２
６
年
度
役
員
体
制

ユース部代表
竹内　彰彦
四国ブロック

高知市消防職員協議会

四国ブロック幹事
永楽　勝久

鳴門市消防職員協議会

九州ブロック幹事
町本　太一

柳川消防行政研究会

女性連絡会代表
嶋田　菜々
東海ブロック

鈴鹿市消防職員協議会

東海ブロック幹事
前川　和奈香

鈴鹿市消防職員協議会

近畿ブロック幹事
廣瀬　勇輝

京田辺市消防職員協議会

中国ブロック幹事
小林　俊明

尾道消防職員協議会

東北ブロック幹事
岩渕　寛

栗原消防職員協議会

関東甲ブロック幹事
大木　直人

小田原市消防職員協議会

北信ブロック幹事
清水　大輔

上田消防職員協議会

事務局次長
藤木　亜純

北海道ブロック
函館市消防職員協議会

事務局次長
江部　寿

北海道ブロック
釧路市消防職員協議会

北海道ブロック幹事
小林　哲也

江差消防職員協議会

会 長
岡　大祐

九州ブロック
佐伯市消防職員協議会

副会長
樺澤　隼人
東北ブロック

新潟市消防職員協議会

副会長
横山　峰弘
東海ブロック

名張市消防職員協議会

事務局長
川北　研人
東海ブロック

四日市市消防職員協議会

全消協第49回定期総会
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活
動
経
過
報
告

活
動
経
過
報
告

質
問
1　

�

苫
小
牧
市
消
防
職
員
協
議
会

会
長
　
須
藤
　
悟

　

全
消
協
の
副
会
長
を
務
め
た
小
野
さ

ん
が
釧
路
消
防
を
退
職
し
、
自
治
労
北

海
道
本
部
の
組
織
拡
大
専
門
員
（
オ
ル

グ
）
に
採
用
さ
れ
、
消
防
職
員
の
組
織

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
消
防
職
員
に

と
っ
て
頼
り
に
な
る
存
在
で
あ
り
、
消
防

職
員
か
ら
自
治
労
の
オ
ル
グ
に
な
る
例

は
全
国
的
に
も
珍
し
い
た
め
、
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

活
動
方
針
・
予
算
案

活
動
方
針
・
予
算
案

（
質
問
者
順
）

（
質
問
者
順
）

質
問
1　

�

苫
小
牧
市
消
防
職
員
協
議
会

会
長
　
須
藤
　
悟

　

単
協
代
表
者
会
議
と
定
期
総
会
へ
の

ブ
ロ
ッ
ク
・
県
消
協
役
員
が
参
加
す
る
場

合
、
現
状
は
単
協
枠
で
参
加
し
て
い
る
が
、

参
加
枠
の
追
加
は
可
能
か
。

回
答
　
佐
藤
副
会
長

　

県
や
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
が
代
議
員
と
し
て

参
加
し
意
見
を
反
映
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
は
認
識
し
て
い
る
が
、
総
会
、
単
協
代

表
者
会
議
、
県
代
表
者
会
議
は
、
会
則

第
７
条
、
第
８
条
、
第
９
条
に
規
定
の
通

り
、
参
加
対
象
者
の
範
囲
を
見
直
す
場
合
、

会
則
改
正
が

必
要
と
な
る
。

各
県
や
単
協

に
は
体
制
の

違
い
や
事
情

が
あ
る
こ
と
、

ま
た
予
算
面

で
の
制
約
も
あ
る
中
で
、
現
状
は
「
自
主

参
加
」
や
「
傍
聴
」
枠
を
設
け
て
い
る
が
、

会
場
収
容
人
数
の
問
題
も
あ
り
、「
自
主

参
加
」
や
「
傍
聴
」
を
見
越
し
て
大
き

な
会
場
を
手
配
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
さ

ら
に
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
現
在
、

会
員
数
の
減
少
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

総
会
代
議
員
お
よ
び
単
協
代
表
者
会
議

の
参
加
対
象
の
拡
大
に
は
、
予
算
も
含

め
て
考
え
方
の
整
理
が
必
要
。

　

全
消
協
と
し
て
は
「
単
協
︱
県
消
協

︱
ブ
ロ
ッ
ク
︱
全
消
協
」
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
持
ち
な
が
ら
、
す
べ
て
の
段
階

で
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
が
「
全
消
協
幹

事
会
で
決
定
し
た
こ
と
を
滞
り
な
く
、
ブ

ロ
ッ
ク
に
伝
え
て
い
く
」、そ
し
て
「
単
協
、

県
消
協
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
課
題
を
全
消
協
に

報
告
す
る
」
と
い
う
情
報
伝
達
の
基
本

の
徹
底
か
ら
お
願
い
し
た
い
。

質
問
2　

�

名
張
市
消
防
職
員
協
議
会
　

会
長
　
権
名
津 
竜
太

　

今
後
、
広
域
化
が
加
速
し
職
員
の
処

遇
の
改
悪
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
全
消

協
が
収
集
し
た
未
組
織
を
含
む
全
国
の

広
域
再
編
時
の
課
題
事
例
を
共
有
い
た

だ
き
た
い
。

回
答
　
佐
藤
副
会
長

　

総
務
省
消
防
庁
は
、
２
０
２
４
年
３
月

29
日
に
「
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
に
関

す
る
基
本
指
針
」
と
「
市
町
村
の
消
防
の

連
携
・
協
力
に
関
す
る
基
本
指
針
」
を

改
正
し
、
消
防
の
広
域
化
の
推
進
期
限
を

２
０
２
９
年
４
月
１
日
ま
で
延
長
し
た
。

　

全
消
協
は
、
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
は

当
然
と
し
て
、
職
員
の
削
減
や
人
事
異

動
を
含
め
た
労
働
条
件
の
引
き
下
げ
に

つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
関
係
消
防

本
部
の
全
職
員
の
意
向
を
踏
ま
え
た
慎

重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

広
域
化
の
課
題
事
例
の
情
報
に
つ
い
て
、

全
消
協
と
し
て
は
調
査
し
て
い
な
い
。
今

回
の
要
望
を
受
け
て
、
会
員
に
対
し
調

査
を
行
う
か
ど
う
か
は
執
行
部
で
協
議

す
る
。

　

な
お
、
全
消
協
が
未
組
織
地
域
を
含
め
、

広
域
化
し
た
消
協
と
の
情
報
共
有
を
行

う
こ
と
は
可
能
。
ま
ず
は
課
題
を
抽
出
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
を
通
じ
て
ご
質
問
や
ご
意

見
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
単
協
に
情
報
共

有
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

単
協
に
は
積
極
的
に
情
報
を
繋
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。

質
問
3　

�

鈴
鹿
市
消
防
職
員
協
議
会
　

会
長
　
伊
藤 

祐
康

　
「
無
賃
金
拘
束
時
間
問
題
」
を
活
動
方

針
の
最
優
先
事
項
と
し
て
一
番
目
に
掲
げ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

回
答
　
佐
藤
副
会
長

　
「
無
賃
金
拘
束
時
間
の
解
消
」
は
、
全

消
協
に
と
っ
て
積
年
の
課
題
で
あ
り
、
団

結
権
の
回
復
と
並
ぶ
最
重
要
の
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

団
結
権
の
回
復
が
政
治
問
題
で
あ
る
よ

う
に
、
無
賃
金
拘
束
時
間
の
解
消
は
大

幅
な
予
算
措
置
が
必
要
に
な
り
、
財
政

問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
掲
げ
れ
ば

直
ち
に
解
決
で
き
る
」
も
の
で
は
な
く
、

ど
ち
ら
も
解
決
に
む
け
た
道
の
り
は
非

常
に
困
難
な
も
の
で
あ
る
。

　

全
消
協
は
、
団
結
権
の
回
復
に
つ
い
て

は
国
際
連
帯
活
動
や
国
と
の
定
期
協
議

や
各
種
申
し
入
れ
、
議
員
懇
談
会
で
の

意
見
交
換
、
さ
ら
に
自
治
労
を
は
じ
め

と
す
る
他
団
体
と
の
連
携
な
ど
の
取
り

組
み
を
重
ね
て
き
た
。
こ
う
し
た
活
動
の

積
み
重
ね
が
あ
り
、
２
０
２
５
年
６
月
５

日
の
公
務
員
制
度
改
革
関
連
５
法
案
の

衆
議
院
提
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
無
賃
金
拘
束
時
間
問
題
に
つ
い

て
は
、
全
消
協
は
こ
れ
ま
で
目
標
に
掲
げ

な
が
ら
も
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
は

着
手
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
韓

国
の
公
労
総
消
防
労
組
と
の
交
流
を
契

機
に
、
無
賃
金
拘
束
時
間
に
つ
い
て
も
自

ら
が
動
か
な
け
れ
ば
問
題
解
決
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
た
た
め
、「
消
防
職
員
の
処
遇
改
善

　

９
月
４
〜
５
日
の
２
日
間
で
次
の
議

事
を
行
い
、
質
疑
・
討
論
の
後
、
賛
成

多
数
を
も
っ
て
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

【
１
日
目
】

・
須
藤
洋
典
会
長
あ
い
さ
つ

・
来
賓
あ
い
さ
つ
（
以
下
、
敬
称
略
）

　

�

自
治
労
本
部
書
記
長　

伊
藤　

功

　

参
議
院
議
員　

岸　

ま
き
こ

・
議
長
団
選
出

　

�

北
信
ブ
ロ
ッ
ク　

上
伊
那
広
域
消
防

職
員
協
議
会　

吉
澤　

一

　

�

関
東
甲
ブ
ロ
ッ
ク　

座
間
市
消
防
職

員
協
議
会　

佐
藤 

和
幸

・
総
会
成
立
宣
言

・
新
規
加
盟
単
協
紹
介
・
あ
い
さ
つ

　

�

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク　

せ
た
な
消
防
職

員
協
議
会　

副
会
長　

佐
々
木 

崇
仁

・�

２
０
２
５
年
度
活
動
経
過
報
告
（
事

務
局
、
女
性
連
絡
会
、
ユ
ー
ス
部
）

・�

女
性
連
絡
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

・�

２
０
２
５
年
度
会
計
決
算
報
告

・�

２
０
２
５
年
度
会
計
監
査
報
告

・�

役
員
選
挙
委
員
会
報
告
・
投
票

　�

役
員
選
挙
委
員
会
委
員
長

　

中
村 

郁
夫

�

・�

報
告
事
項
に
つ
い
て
の
質
疑
・
討
論

【
２
日
目
】

・�

第
１
号
議
案
「
２
０
２
６
︱
２
０
２

７
年
度
活
動
方
針
（
案
）」

・�

第
２
号
議
案
「
２
０
２
６
年
度
予
算

（
案
）」

　

議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
・
討
論

・
議
長
団
解
任
・
あ
い
さ
つ

・
旧
役
員
代
表
者
あ
い
さ
つ

　
須
藤
会
長
・
佐
藤
副
会
長

・
新
役
員
代
表
者
あ
い
さ
つ

　
岡　

会
長

・�

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」

　

２
０
２
６
年
度
は
役
員
体
制
を
一
新

し
、
岡
新
体
制
の
も
と
全
国
の
会
員
の

声
を
聞
き
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

全
消
協
の
役
割
は
、
問
題
を
共
有
し

課
題
を
抽
出
し
て
国
な
ど
に
現
状
を
伝

え
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。

　

新
年
度
か
ら
は
活
発
な
活
動
を
展
開
し
、

全
国
の
会
員
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
・

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

全消協
第４９回
定期総会

議
事
の
概
要

議
事
の
概
要

全消協
第４９回
定期総会

質
疑
応
答

質
疑
応
答
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ＰＳＩ第15回アジア太平洋地域総会ＰＳＩ第15回アジア太平洋地域総会
（ＡＰＲＥＣＯＮ）参加報告（ＡＰＲＥＣＯＮ）参加報告

2025年９月９～11日、ネパールのカトマンズで開催。
「地域行動計画」をはじめとする決議案等を採択

組
み
を
促
す
予
定
は
あ
る
か
。
今
後
の

組
織
拡
大
の
足
掛
か
り
に
も
な
る
た
め

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

回
答
　
佐
藤
副
会
長

（
１
）
ご
提
案
に
感
謝
す
る
。
協
議
会
役

員
の
活
動
を
負
担
だ
と
思
う
方
も
い
れ
ば
、

絶
対
に
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
方
、

さ
ま
ざ
ま
考
え
方
は
あ
る
が
、
活
動
を

前
に
進
め
て
い
く
た
め
に
歯
を
食
い
し

ば
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
負
担
軽
減

の
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
で
き
る

限
り
検
討
し
協
議
会
活
動
お
よ
び
全
消

協
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
２
）全
消
協
の
行
事
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、

労
働
講
座
の
中
で
労
働
安
全
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
他
の
単
協
や
県
消
協

で
実
施
し
て
い
る
「
労
働
安
全
の
日
」
の

取
り
組
み
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情
報
発
信
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
に
つ
な
げ
、
全
国
で
情
報

共
有
す
る
取
り
組
み
を
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
6　

�

苫
小
牧
市
消
防
職
員
協
議
会

三
浦 

孝
仁

　

方
針
に
「
高
齢
期
職
員
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
整
備
に
取
り
組
む
」
と
掲

げ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
も
伺
い

た
い
。

回
答
　
佐
藤
副
会
長

　

全
消
協
は
、
高
齢
雇
用
に
関
す
る
当

初
懸
念
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ン
ク

タ
ン
ク
を
設
置
し
意
見
交
換
を
行
っ
て
き

た
。
２
０
２
３
年
に
定
年
の
段
階
的
引
き

上
げ
は
開
始
さ
れ
た
が
、
現
場
で
は
ま

さ
に
今
問
題
が
出
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
認
識
し
て
い
る
。
毎
年
実
施
し
て

い
る
総
務
省
消
防
庁
へ
の
要
請
項
目
に
も

盛
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
要
請
項
目
に
反

映
す
る
た
め
、
全
消
協
は
高
齢
期
雇
用

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
に
は
総
務
省
消
防
庁
が
「
定

年
引
上
げ
に
伴
う
消
防
本
部
の
課
題
に

関
す
る
研
究
会
」
を
開
催
し
、
全
消
協

も
委
員
と
し
て
の
参
加
を
求
め
た
。
結
局
、

参
加
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
代
わ
り

に
自
治
労
の
八
巻
労
働
条
件
局
長
（
当

時
）
が
委
員
と
し
て
参
画
し
、
八
巻
委

員
を
通
じ
て
全
消
協
の
意
見
が
報
告
書

に
反
映
さ
れ
た
。
現
在
の
全
消
協
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
制
度
開
始
か
ら
２

年
が
経
っ
た
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
調
査

中
で
あ
る
。

の
た
め
の
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
無

賃
金
拘
束
時
間
の
解
消
の
取
り
組
み
の

検
討
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

全
消
協
は
、
団
結
権
問
題
も
無
賃
金

拘
束
問
題
も
最
重
要
の
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。
無
賃
金
拘
束
時
間
の

解
消
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
消
防
職

員
が
団
結
し
て
集
ま
る
こ
と
が
許
さ
れ
な

い
よ
う
で
は
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

活
動
方
針
の
順
序
を
問
わ
ず
、
消
防
職

員
に
と
っ
て
必
要
な
取
り
組
み
を
着
実
に

行
っ
て
い
く
。

質
問
4　

�

高
知
市
消
防
職
員
協
議
会
　

長
田 

哲
宜

　

高
知
市
の
立
場
か
ら
の
高
知
県
で
の

消
防
広
域
化
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
高

知
は
人
口
減
少
が
深
刻
と
い
う
事
情
も

あ
り
、
２
０
２
４
年
か
ら
知
事
の
旗
振
り

で
広
域
化
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

県
は
広
域
化
あ
り
き
で
議
論
を
進
め
て

お
り
、
県
主
導
の
あ
り
方
検
討
会
は
現

在
ま
で
９
回
開
催
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
職

員
の
処
遇
の
観
点
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。

広
域
化
し
た
ら
単
協
の
位
置
づ
け
が
ど

う
な
る
の
か
と
い
う
課
題
も
あ
り
、
高
知

県
本
部
、
高
知
市
職
と
も
連
携
し
て
対

応
し
て
い
る
。
県
は
、
表
向
き
は
職
員
の

意
見
は
大
事
と
い
い
な
が
ら
、
消
防
職

員
に
は
団
結
権
は
な
い
か
ら
意
見
を
聴

か
な
く
て
も
い
い
と
い
う
態
度
も
と
っ
て

い
る
。
県
は
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、
実
務
者
の
協
議
の
中
で

は
県
の
提
案
は
理
想
論
と
い
う
話
も
出

て
い
る
。
現
在
15
本
部
の
う
ち
５
本
部

が
３
部
制
、
10
本
部
が
2
部
制
。
当
初
、

県
は
す
べ
て
の
本
部
を
高
知
市
と
同
じ
３

部
制
に
統
一
し
、
給
料
・
処
遇
も
高
知
市

に
合
わ
せ
る
と
い
う
条
件
を
提
案
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
に
な
っ
て
均
一

化
か
ら
多
様
性
と
い
う
話
も
出
て
き
た
。

各
市
町
村
の
財
政
が
厳
し
い
た
め
、
職

員
・
施
設
・
車
両
は
自
賄
方
式
で
や
っ
て

く
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
県
内
15
本
部
の
う
ち
13
本
部
で
、

救
急
車
２
台
出
動
し
た
時
点
で
予
備
車

を
構
え
て
非
番
招
集
し
て
い
る
。
県
は
広

域
化
で
こ
う
し
た
運
用
は
解
消
で
き
る
と

言
っ
て
い
る
が
、
応
援
す
る
に
も
消
防
本

部
間
が
離
れ
て
い
る
上
に
、
応
援
し
た
本

部
も
非
番
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
す
れ
ば

非
番
招
集
だ
が
、
職
員
の
負
担
を
考
え

る
と
ど
う
す
べ
き
か
対
応
に
悩
ん
で
お
り
、

意
見
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
た
い
。

回
答
　
佐
藤
副
会
長

　

非
番
招
集
に
つ
い
て
は
本
部
ご
と
に

実
情
が
異
な
る
。
人
員
確
保
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
全
消

協
と
し
て
は
今
後
課
題
検
討
・
共
有
を

し
て
い
き
た
い
。
先
ほ
ど
広
域
化
の
質
問

を
さ
れ
た
名
張
消
協
と
連
携
い
た
だ
き

た
い
。

質
問
5　

�

福
岡
市
消
防
行
政
研
究
会
　

事
務
局
長
　
吉
田 

真
也

（
１
）
役
員
の
負
担
軽
減
を
は
か
る
た
め
、

福
岡
県
消
研
で
は
副
幹
事
の
承
認
や
ウ
ェ

ブ
開
催
の
併
用
、
役
員
活
動
補
助
な
ど

実
施
し
て
い
る
。
全
消
協
で
も
役
員
の
負

担
軽
減
策
は
あ
る
か
、
ま
た
は
実
施
を

検
討
し
て
い
る
か
。

（
２
）
大
阪
市
の
ビ
ル
火
災
で
の
消
防
職

員
の
殉
職
事
故
を
踏
ま
え
、
労
働
安
全

へ
の
認
識
向
上
を
は
か
る
学
習
の
場
を
予

定
し
て
い
る
か
。
も
し
く
は
各
県
に
取
り

　PSI－JC日本団として、自治労をはじ
め産別から総勢33人が参加。全消協から
は岡会長、藤木事務局次長、福島ユース
部副代表の３人が代議員として出席した。
　地域総会では、藤木事務局次長が第１
号決議案「緊急サービス労働者」について、
日本の消防では女性の採用が進んでいな
いこと、職場のハラスメントが深刻であ
ることなどについて発言した。
　また、分科会「消防士ネットワーク」では、岡会長は日本の
消防職員には団結権が付与されておらず、労働組合を結成する
ことが許されない中で自主団体として全消協を結成していること、
また、日本政府はILOからの再三にわたる勧告にもかかわらず、
団結権の付与について慎重な姿勢を崩しておらず、政府と労働
側との議論は平行線にある状況を説明した。さらに、日本では
毎年発生する大規模災害や猛暑の影響で消防需要が増加してい
るにもかかわらず人員不足の状況にあること、24時間交替制勤
務の下では、ワークライフバランスの観点からも女性活躍が進
まない現状についても触れた。これらの課題解決には労使での
協議が不可欠であり、何としても団結権の回復が必要であるこ
とを訴え、世界の仲間たちからの熱いエールを受けた。
　最終日の分科会報告では、岡会長が民主的な消防行政をめざ
して定期的な発文や新聞などでアジア、そして世界の消防士が
つながり、地域住民の安心安全につながる活動を行うことを表
明した。
　なお、総会前日の９月８日、ネパール政府のSNS規制、汚職
に抗議する若者のデモが行われ、警官隊がこれに対して無差別
に発砲。激高した市民が暴徒化する事件が発生した。９日には
日本代議員団が宿泊するホテルが放火される事態となったが、
日本団全員は総会に最後まで参加し、全員が無事に帰国に途に
つくことができた。
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い
き
な
り
で
す
が
、
皆
さ
ん
協
議
会
活
動
に

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
か
？

　

協
議
会
活
動
を
し
て
い
る
と
、
非
番
や
公
休

を
利
用
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
多
く
、
上
手
く

い
か
な
い
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
不
機
嫌
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
自
由
な
時
間
を
使
っ
て
い
る
か
ら
尚

更
で
す
よ
ね
。

　

全
消
協
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
県
、
単
協
の
ど
れ
も
が
組
織
で
あ
り
、
仲
間
で
す
。
同

じ
目
的
、
目
標
を
め
ざ
し
て
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
く
中
で
、
最
も
い
ら
な
い

感
情
、
そ
れ
は
不
機
嫌
で
す
。
不
機
嫌
な
人
と
誰
が
一
緒
に
活
動
し
た
い
で
す
か
？

　

自
分
の
感
情
が
不
機
嫌
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
同
じ

価
値
観
を
共
有
し
、
わ
れ
わ
れ
の
目
標
で
あ
る
団
結
権
の
回
復
を
め
ざ
し
、
今
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
に
し
っ
か
り
と
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
G
i
v
e 

H
a
p
p
i
n
e
s
s
」
こ
の
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？　

す

べ
て
の
人
に
す
べ
て
の
場
所
で
幸
せ
を
創
造
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
は

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
創
設
者
の
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
言
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。

こ
れ
は
協
議
会
活
動
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
劣
悪
な
職
場
環
境

や
労
働
条
件
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
自
然
と
周
囲
の
仲
間
も
笑
顔
に
な
り
、
そ
の
環

境
に
笑
顔
が
増
え
れ
ば
、
自
然
と
家
庭
内
で
も
幸
せ
が
増
し
て
い
き
ま
す
よ
ね
。

不
機
嫌
と
笑
顔
は
伝
染
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
協
議
会
活
動
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

全
消
協
は
そ
の
モ
デ
ル
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
先
に
あ
る
、

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
、
な
り
た
い
自
分
は
何
な
の
か
、
団
結
権
が

回
復
し
た
後
に
や
り
た
い
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
何
な
の
か
。

団
結
権
が
回
復
し
て
か
ら
準
備
し
て
も
遅
い
と
思
い
ま
す
。

　

ワ
ク
ワ
ク
す
る
組
織
、
そ
れ
に
必
要
な
も
の
は
若
い
世
代
の
力
で
す
。
若
い
世

代
の
会
員
離
れ
を
止
め
る
の
は
今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
講
座
で
も
お
話
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
資
料
を
参
考
に
し
て
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

全
消
協
幹
事
と
し
て
２
年
間
活
動
す
る
中
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
ご
縁
が
あ
り
、

熱
い
気
持
ち
を
持
っ
た
仲
間
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

役
員
、
各
県
会
長
様
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
お
か
げ

で
幹
事
の
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
単
協
に
戻
り
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
協
議
会
に
磨
き
を
か
け
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
消
防
の
仲
間
に
「
G
i
v
e 

H
A
P
P
I
E
S
S
」
!
!

北
川 

彰
平
（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
前
幹
事
）

今後の予定

全消協第56回労働講座

2026年 2月17日(火）・18日(水）

全消協ではホームページのほか、全消協ではホームページのほか、
Facebook・X・Facebook・X・
InstagramをInstagramを
開設しています！開設しています！

　

冒
頭
、
須
藤
会
長
は
田
中
消
防
・

救
急
課
長
と
要
望
書
を
交
わ
し
、
消

防
職
場
の
現
状
を
踏
ま
え
、
①
消
防

行
政
の
充
実
と
労
働
安
全
衛
生
体
制

の
構
築
、
②
救
急
業
務
等
、
③
緊
急

消
防
援
助
活
動
等
、
④
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備
、
⑤
広
域
化
、
⑥

そ
の
他
労
働
条
件
に
関
す
る
事
項
、

⑦
消
防
職
員
と
の
協
議
の
継
続
・
推

進
に
つ
い
て
訴
え
た
。

　

そ
の
う
ち
回
答
を
求
め
た
の
は
以
下
の
重
点
５
項
目
。

①�

「
消
防
力
の
整
備
指
針
」
に
示
し
た
必
要
な
人
員
を
充
足
す
る
財

源
の
確
保
。
人
員
や
車
両
に
つ
い
て
、
現
場
と
の
乖
離
が
出
な
い

よ
う
各
消
防
本
部
か
ら
の
情
報
収
集
と
と
も
に
、
職
員
か
ら
も
意

見
聴
取
す
る
な
ど
、
現
場
実
態
に
即
し
た
指
針
と
な
る
よ
う
必
要

な
改
定
を
行
う
こ
と
。

②�

派
遣
元
消
防
本
部
か
ら
被
災
地
ま
で
の
出
動
お
よ
び
被
災
地
か
ら

派
遣
元
消
防
本
部
に
引
き
揚
げ
る
際
の
移
動
時
間
に
つ
い
て
、
緊

急
消
防
援
助
隊
活
動
費
負
担
金
交
付
要
綱
に
、「
派
遣
時
の
移
動

時
間
は
労
働
時
間
」
で
あ
る
旨
を
記
載
し
、
周
知
す
る
こ
と
。

③�

総
務
省
消
防
庁
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
窓
口
だ
け
で
は
、
十
分
に

機
能
し
て
い
な
い
た
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
に
む
け
、
よ
り
一

層
踏
み
込
ん
だ
施
策
を
講
じ
る
こ
と
。

④�

男
女
が
と
も
に
仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両
立
で
き
る
よ
う
必
要
な

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
各
消
防
本
部
に
お
け
る
好
事
例
の
取

り
組
み
を
調
査
し
、
制
度
の
活
用
に
む
け
た
情
報
共
有
を
行
う
こ

と
。

⑤�

中
途
退
職
の
状
況
や
少
子
化
に
よ
る
労
働
力
人
口
の
減
少
な
ど
を

踏
ま
え
、
全
国
の
消
防
本
部
に
お
け
る
人
材
確
保
の
対
応
に
つ
い

て
調
査
し
、
事
例
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。

　

こ
れ
に
対
し
、
消
防
庁
は
そ
れ
ぞ
れ
回
答
。
①
の
「
消
防
力
の
整

備
指
針
」
に
つ
い
て
は
、「
現
在
、
消
防
本
部
に
お
け
る
人
員
や
車

両
等
の
整
備
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

各
消
防
本
部
の
状
況
に
つ
い
て
適
切
に
把
握
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
引
き
続
き
、
市
長
損
が
消
防
力
の
整
備
指
針
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
消
防
力
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

必
要
案
助
言
、
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
し
て
、
従
来
の
考

え
方
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
。
②
の
移
動
時
間
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、「
消
防
本
部
に
対
し
て
は
、
緊
援
隊
活
動
費
負
担
金
の
交
付

事
務
に
お
け
る
留
意
点
と
し
て
、
緊
援
隊
の
隊
員
の
手
当
に
関
し
、

移
動
時
間
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の
条
例
お
よ
び
関
係
規

定
に
基
づ
き
勤
務
時
間
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
り
申
請
で
き
る
旨

通
知
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。
原
則
、
移
動
時
間
は
労
働
時
間
と

解
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
各
地
方
公
共
団
体
で
労
働
時
間
と
判

断
さ
れ
た
移
動
時
間
に
つ
い
て
は
申
請
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

回
答
を
受
け
、
全
消
協
か
ら
は
、
整
備
指
針
を
踏
ま
え
た
財
政
措
置
、

緊
援
隊
の
移
動
時
間
の
取
り
扱
い
、
全
消
防
職
員
を
対
象
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
調
査
の
実
施
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
む
け
た
好
事
例
の

共
有
、
女
性
消
防
吏
員
の
メ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
要
望
・
質
問
し
た
。

ま
た
、
消
防
職
員
委
員
会
で
審

議
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
実
例

な
ど
も
紹
介
し
た
。

　

消
防
の
課
題
は
多
種
多
様
で
、

地
域
ご
と
に
課
題
が
あ
る
。
全

消
協
は
今
後
も
全
国
の
会
員
の

声
を
踏
ま
え
た
現
場
実
態
を
伝
え
、

よ
り
よ
い
消
防
行
政
の
実
現
と

消
防
職
員
の
労
働
条
件
向
上
に

む
け
た
要
請
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

２
０
２
５
年
７
月
９
日
、
総
務
省
消
防
庁
に
対
し
、
２
０
２
５
年
度
第
２
回
目
と
な
る
「
消
防
行

政
の
充
実
強
化
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。
要
請
行
動
に
は
、
全
消
協
四
役
が
臨
み
、
消

防
庁
か
ら
は
田
中
消
防
・
救
急
課
長
、
岩
熊
消
防
・
救
急
課
長
補
佐
ら
が
対
応
し
た
。

総
務
省
消
防
庁
に
対
し
消
防
行
政
の
充
実
強
化
に

総
務
省
消
防
庁
に
対
し
消
防
行
政
の
充
実
強
化
に

関
す
る
要
望
書
を
提
出

関
す
る
要
望
書
を
提
出　
　
　
　

　
　
　
　
（
２
０
２
５
年
度
第
２
回
目
）

（
２
０
２
５
年
度
第
２
回
目
）


